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〈編集後記〉 

月報 675 号をお届けする。本号には、傅凱儀所員による「A working paper on the local land 

access arrangement in rural Nigeria」と、広田康生研究参与による「『場所形成（place‐making）』

の思想と『カイロス』の時間 ―都市の周辺世界鶴見・潮田の思想の水脈―」の 2 つの論考が収

録されている。 

「A working paper on the local land access arrangement in rural Nigeria」は、希少な自然資源を

紛争なく共用するための Corralling Contract という仕組みに注目する論考だ。具体的事例とし

ては、サハラ地区の農民と牧夫たちの間の事例が取り上げられている。Corralling Contract は、

農民と牧夫たちの間で耕作地と牧草地の奪い合いが起こらないようにするために結ばれる期限

を定めた約束事ということのようで、とりわけ自然資源に乏しいアフリカの農村で重視される

ようになっているものだという。 

「『場所形成（place‐making）』の思想と『カイロス』の時間 ―都市の周辺世界鶴見・潮田の

思想の水脈―」は、横浜鶴見・潮田地区を対象とした論考で、2 つの概念、すなわち「自分自身

を越える場所へと誘う可能性」・「場所形成」と「カイロスの時間」という概念を手掛かりにし

て、大正期の「鶴見騒擾事件」以後の、この地に「移動」してきた多様な人々に注目して歴史

の中に埋め込まれた「場所形成」の「思想」の「水脈」を探そうという論考である。 

編集後記を書きながらいつも思うことだが、普段自分の研究領域ではなかなか触れることの

ない事柄について興味深い知見を得ることができ、貴重な勉強をさせてもらっている。 
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